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室温空間で永久磁石の 10 倍以上強力な２T（テスラ）の磁場を発生する 

超伝導バルク磁石を開発しています。常時運転していて、様々なデモ、実験

も可能です。超伝導バルク磁石の強磁場を医療や環境浄化へ応用展開 

を検討しています． 

 
 Nd-Fe-B 系永久磁石の１０倍以上強力な数 T(テスラ)の磁場を捕捉出来る超伝導バルク磁石

は、小型、可搬、強磁場かつ高磁気勾配、漏れ磁場が少ないなどの利点から、様々な応用が検

討されている。我々は、列状に２個または５個のバルク磁石を配置した超伝導バルク磁石装置

を開発した。真空容器表面で約２T の強磁場と大きな磁気勾配(dB/dx=150T/m)を実現し、表と裏

の両面使用可能な世界中にない唯一の装置である。汚染水の浄化に用いる磁気分離、ドラッグ

デリバリーシステム、結晶成長、生物系への磁場効果実験などへの応用を検討している。 

 

 

 
各種磁気を用いたプロセス（結晶成長、磁気分離、生物系実験、化学処理プロセス） 
半導体結晶成長など，永久磁石の代替として使用可能 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 
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